
今年の稲刈り期間中は好い天気が続き
ましたが、終わったとたん天気は急に荒
れ模様になりました。

１１月３日の文化の日恒例のブナ植え
は時折激しい暴風雨に見舞われ、今まで
２４回の中では一番の悪天候になりまし
た。

１１月はその後も雨の日が多く、１１
月２０日前に、積雪するほどの雪ではあ
りませんでしたが一時猛吹雪。

突然で早い冬の到来に驚きました。
また、勤労感謝の日前後には、東京など関東

でも観測史上例のない時期の雪にＴＶなど賑やかでしたが、交通の乱れや怪我など皆さんに
被害はなかったでしょうか、お見舞い申し上げます。

この時の当地は、数センチの積雪になりました。
今年は紅葉が遅く暖かいままでしたので、冬支度はまだ行っ

ておらず、タイヤ交換や一面の雪原の中での田んぼの排水処理
のためのスコップ作業に慌てました。

ところで、年末の切り餅やリンゴ、手作り味噌セットなどの
予約注文ありがとうございました。

糀や大豆などの手作り味噌関係は、来春１月下旬からの発送
になりますので、年末まで追加や数量変更可能です。

さて、今年も残り少なくなりましたが、この一年我が家は家
族一同元気に過ごすことができました。これはひとえに我が農舎のお米作りにご支援下さっ
ている皆様のお陰だと感謝しております。 年末にあたり心よりお礼を申し上げます。

これから、寒い時期に入り、また、年末の忙しい時期を迎えますがどうぞご自愛の上ご家
族の皆さんお揃いで健康で素敵な新年をお迎えくださるようお祈りします。

表のページで少しふれましたが、今年のブナ植えは、週間天気予報でも大荒れの予想でした。
それでも前日から関東などからお泊りになる皆さんが集まってくださって、ロッヂで夕食懇親会

を愉しく賑やかに行うことができました。
当日も、お泊り下さった皆さんは、早朝の豪雨の音

で早起きせざるを得ないという悪天候でした。
この天候では「参加者もほとんどなく今年は中止せ

ざるを得ないだろう。」「でもとりあえず現地までは
行ってみよう。」と話しながらの朝食でした。
山の開会式の広場へ着くと、イガイや意外！ 例年

よりは少ないものの多くの人々がすでに集まっていま
した。
小雨の中の開会式を早めに切り上げ、栽植現場の山

まで登り作業を始めましたが、豪雨で作業中断しなが
らの悪天候。でも、ブナは無事植え終えられました。

ブナ植えを始めて２４年目ですが、初めの頃のこの時期の秋田の山は、落葉樹は一葉も残ってお
らず、寒々とした淋しさで、時には雪に滑りながらブナを植えた年もありました。しかし１０年
ほど前から年々暖かくなり紅葉が残っている年も多くなりました。中でも今年は、雨の中で紅葉は
真っ盛り。
最近の「温暖化」を実感します。
ブナを植えた後は、過疎化で廃校になった麓の小学校の

講堂で、フォークシンガーや子供合唱サークルの歌声など
賑やかに昼食交流会を行いましたが、その頃には、豪雨も
止み時折日差しが射していました。
昼食時のお餅、焼肉などを準備してくれたスタッフによ

ると「今年は参加者が少なかったが、お肉やお餅は作って
も作っても直ぐになくなった。人が少なかった分、皆さん
よく働いてお腹が空いたようだ。」とのことでした。

ところで、話は変わりますが、先月の話題は「アメリカのクランプ氏勝利」と農業関係では
「小泉ジュニア対自民党農林族の農協（全農）改革の対決」です。

クランプ氏勝利は、イギリスのＥＵ離脱と同根で、新自由主義への不満と従来の経済システム
の行き詰まり。

世界はすでに大きな転換期に入った表れなのでしょう。
こうした時、日本のアベノミクスやＴＰＰ政策、日銀の金融緩和など旧態依然の発想の諸政策

では、いまや成算がないことを安倍さんや黒田さんを始めとした日本の指導者は早く自覚するこ
とが必要のように感じます。

実際アベノミクスの「財政出動」「金融緩和」「成長戦略」の３本の矢。未だに一つも何の効
果も出ていません。彼らがこの現実を自覚し反省をしないなら、交代するリーダーが早く現れな
ければ、日本の近未来は拓かれないとつくづく思います。

一方の農協改革。小泉氏の主張は概ねは正しく、賛同できる点が多いように感じます。
それに対して、自民党農林族の反論や主張は、選挙時に世話になる農協組織の既得権益の専守

を代弁しているだけで、日本の農業や農民のことはほとんど考えいないように感じます。
例えば、全農が行っている農産物の「販売委託を買い取り制に」という小泉主張に対しての反

論は「買い取り制にすれば、売れ残れば困る。」と言う。
では、現状の販売委託制は「売れ残った農産物代金は支払わない。または、プール計算制と称

して、売れ残りの損失額を全販売数量に按分することで、委託した全組合員が分担して全額負担」
すなわち、全農は売れ残った分の対価は一切負担せず、何の責任もとらないという、普通のビジ
ネスでは想像もできないシステムが長年行われているのです。

自立を目指し努力する農家をサポートできる農協改革の実現が待たれるところです。
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★黒瀬農舎からの返信メールが自動的に迷惑メールフォルダに分類されていることがあるようです。
返信のメールが届かない場合は迷惑メールフォルダの確認やメールの設定をご確認下さい。

★宅配便運賃の値上がりに伴い、複数の運送会社を使うことに致しました。そのため、出荷日／サイ
ズ／お届け先によっては、以前（前回）と運送会社が異なることがあります。ご了承下さい。

☆
我
が
農
舎
は
、電
話
受
付
の
専

任
ス
タ
ッ
フ
は
お
り
ま
せ
ん
。
日

中
は
農
作
業
で
、留
守
電
受
付
け

が
多
く
な
り
ま
す
が
、ご
了
承
お

願
い
し
ま
す
。

★
電
話
は
、日
祭
日
や
、夜
間
も

O
K
で
す
。

☆
新
米
の
ご
贈
答
ご
利
用
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

雨の中のブナ植えと先月の話題。

お餅や林檎のご注文ありがとうございました。 ☆お餅のお届けは特にご指定のない限り１１月末

以降のお米と同送中です。 ☆新年５日までのお米は繰り上げて年末お届けとさせて頂きます。

この一年のご支援ありがとうございました。どうぞ佳い新年を！

今年のブナ植えは悪天候でした。開会式は早めに
切り上げ植栽を急ぎました。 2016.10.2 撮影

雨にもめげずブナ植えに頑張りました。
2016.11.3撮影

ブナ植えの後の昼食交流会で、地元
の子供コーラス。 2016.11.3撮影

少し早かった雪の中、排水作業に汗
を流しました。 2016.11.24撮影
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